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抄 録 

【緒言】運動や外傷に伴う筋組織の損傷時には、炎症反応および酸化ストレスが誘導されることが知

られている。近年 、クルクミンは抗 炎 症作 用および抗 酸化 作 用を示 すことが知 られている。したがって、

クルクミンの示すこれらの作用が、筋損傷後の組織の炎症反応および酸化ストレスにも影響を及ぼす

可能性が考えられる。そこで本研究では、カルディオトキシン誘導性の筋損傷モデルを用いて、クルク

ミン投与が炎症反応および酸化ストレスに及ぼす影響を明らかにすることを目的とした。 

【方法】9 週齢の C57BL/6J 雄マウス (n=14)の片足脚の前脛骨筋にカルディオトキシン、反対脚の前

脛骨筋に対照として PBS を注入した。また、クルクミン投与群にはカルディオトキシン投与直後にクル

クミン 3mg を含む PBS 溶液を経口投与し、対照群には PBS を同量経口投与した。クルクミン投与 24

時間後に採血および前脛骨筋を摘出した。筋組織中のサイトカインのタンパク質濃度は ELISA 法を

用いて測定した。また、遺伝子発現量は real-time PCR 法を用いて測定した。 

【結果】骨格 筋組 織 内における炎 症 性サイトカインタンパク質 濃度 および遺伝 子発 現 量は、カルディ

オトキシン投与脚において PBS 投与脚と比較して有意に高かった。しかしながら、クルクミン投与によ

る有意な抑制はみられなかった。同様に hydrogen peroxide および NADPH-oxidase の遺伝子発現

は、カルディオトキシン投与脚において PBS 投与脚と比較して有意に高かった。しかしながら、クルクミ

ン投与による有意な抑制はみられなかった。 

【結論】クルクミン投与はカルディオトキシン誘導性筋損傷後の炎症反応および酸化ストレスに影響を

及ぼさない可能性が示された。 
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